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2024 年 3 月 仙台白百合女子大学国際交流センター作成 

 

2022 年度英語圏長期留学者へのアンケート集計結果について 

 

英語圏へ 2022 年度に長期留学をした学生 10 名（全員グローバル・スタディーズ学科）を対象に、

留学での成果検証を目的としたアンケートを帰国後に実施した。Google フォームを利用したオン

ラインによるアンケートへの回答を国際交流センターより依頼し、10 名全員より回答を得た。 

 

＜基礎情報について＞ 

留学期間を「半年」「 1 年」の２つから選択。 

留学先を選択肢から選択。 
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<留学で身についた能力について＞ 

１．留学前と後を比較して伸びたと感じる能力 

 

下記能力を「大きく伸びた」「ふつうに伸びた」「少々伸びた」「変わらない」 の４つから選択。 

・リーダーシップ 

・問題解決力 

・環境適応力 

・コミュニケーション能力 

・交渉力 

・粘り強さ 

・異文化理解力 

・計画性 

・チャレンジ精神 
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２．留学前と後を比較して語学力そのもの以外で「大きく伸びたと思う能力」のベストを選んでく

ださい。複数回答可。 

 

・リーダーシップ 

・問題解決力 

・環境適応力 

・コミュニケーション能力 

・交渉力 

・粘り強さ 

・異文化理解力 

・計画性 

・チャレンジ精神 

・その他        （自由記述） 

 

 

 
  



4 

 

３．上記２を選んだ理由や能力が伸びたきっかけとなった出来事についてコメントしてください。

（記入例：上記２で「コミュニケーション能力」とその他として「自主性、積極性」を記述し選択

した場合→使用言語に係わらず、知らないことを人に聞くこと自体恥ずかしさがあまりなくなりま

した。そして自分の意見を話すことに抵抗がほとんどなくなりました。留学先での生活では、わか

らないことは人に聞いたほうが早いことが多々あり、ちゃんと主張し自分で行動しないと求める情

報は得られないので、自分から動くことを心がけました。） 

 

 上記２の選択 選んだ理由や能力が伸びたきっかけとなった出来事 （原文のまま） 

1 コミュニケーシ

ョン能力, 環

境適応力, 異

文化理解力 

授業や日常でも困ったことや分からないことは積極的に人に聞くようにしたり、色ん

な国の人と交流したことによって異文化理解やコミュニケーション力が高くなったと思

います。 

 

2 環境適応力, 

異文化理解

力, 

 

今まで実家暮らしだったため、寮で 1人での生活をするのが全く初めてでした。 家

事全般、時間の管理など自分で考えて行動する力がつきました。また、知らない地

での生活、最初は環境の変化に自分の身を守ることの大切さを改めて感じました。 
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リーダーシッ

プ, コミュニケ

ーション能力, 

環境適応力, 

異文化理解力 

 

 

 

 

リーダーシップ→グループで行うプレゼンテーションなどでは、誰かが必ずリーダー

となって進めなければならないため、自ら率先してまとめて物事を行う力がついたと

思う。 コミュニケーション能力→私の留学の目標の１つがネイティブのスピーカーだ

けでなく色々な国出身の人と友達になることだったので、自分からたくさんの人に話

しかけることを意識して生活していた。 環境適応力→特に私は留学期間の半分が

ホームステイで半分が寮生活と、どちらも経験することができたためどんな環境の中

でも生活リズムを崩さないといった適応力がついたと思う。 異文化理解力→特に今

回は日本以外では韓国や南米から来た生徒が多く、自国の文化についてたくさん話

し、比べるという事を日常生活の中で楽しんで行っていた為、さまざまな文化を理解

する力が自然と身についた。 

 

4 コミュニケーシ

ョン能力, 環

境適応力, 交

渉力, 粘り強

さ, 異文化理

解力, チャレ

ンジ精神 

 

留学期間私はクラスや放課後日本語クラブに所属してました。その際にいろんな国

籍の方々がいました。クラスでは、個人作業よりグループワークかやクラスメイト数

人でプレゼンテーションをすることが多くありました。その際に誰がどの分担をするこ

とを話し合ったりお互いパワーポイントを作成して発表にのぞみました。また発表の

際はそれぞれのテーマに沿って探求することが多くありました。 自然と授業に積極

性を持って臨むことができました。 
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5 環境適応力, 

粘り強さ,異文

化理解力 

 

環境適応力や粘り強さ、異文化理解力を選んだ理由は異国の土地で、様々な国籍

の人がいる中、沢山のストレスももちろんありました。しかしそれらを理解し、努力し

続けることができたためです。 

 

6 コミュニケーシ

ョン能力, 環

境適応力, 粘

り強さ, 異文

化理解力, チ

ャレンジ精神 

 

英語力が全く伸びていないと思っていて現地の方に伸びているよと毎回褒められて

いたが自分では謙遜ばかりしていたが、だんだん授業も理解し始めた時初めて自信

が持てるようになり少しずつ自分の意見もはっきり言えるようになった。 

 

 

 

 

7 コミュニケーシ

ョン能力,チャ

レンジ精神 

 

 

 

海外では主体性を求められて、行動しなければ何も得られません。行動をしないで

家にずっと籠っていたら出会いもなければ新しい発見もないと思い、常に外にいるこ

とを心がけていました。やってみようと思ったら即行動、誰かに遊びに誘われたらイ

エスと言い、遊んでいました。チャレンジすることは勇気がいりますが行動しないとせ

っかくの留学なのにもったいないと思います。 

 

8 異文化理解力 

 

 

 

 

私は留学するまで実家暮らしだったため、親に家事をやってもらったり、常に周りの

人に頼っていました。しかし、カナダでは日本の友達も家族もいないので、何か問題

が起きても基本的には全て自分で解決しなければいけませんでした。その環境が私

を人間として成長させてくれたのかなと思います。 

 

9 コミュニケーシ

ョン能力, 環

境適応力, 異

文化理解力 

 

とにかくどうすれば英会話力を伸ばすことができるかと考え、いくつかの方法を試し

た中で、自分から進んで人に話しかけたり、わからないことや気になることはその度

に聞くのが良いとわかった。その過程で、様々な国の人と話す機会を得て、それが

異文化理解力の向上にも繋がったと感じる。 

 

10 コミュニケーシ

ョン能力, 環

境適応力, 粘

り強さ 

 

 

 

言語、文化、ルールが全く違うので何でも人に聞いたり沢山の人と話すようにしてい

ました。それは友人、先生やホストファミリーに関わらず、どんな人ともコミュニケーシ

ョンを取るように心掛けていました。行動することによって友好関係も広がり自然とコ

ミュニケーション能力が上がりました。留学に行く前は、新しい人と話したりコミュニケ

ーションを取ることが少し苦手でしたが、色々な人達とコミュニケーションを取ることを

心掛けてから苦手意識がなくなりました 
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＜英語学習について＞ 

１．今回の留学の経験を通して、英語学習への意欲の変化はありましたか？ 

 

スケール０=「変わらない」、スケール４=「学習意欲がさらに高くなった」とし、 

０、１、２、３、４から選択。 

 

２．留学後、英語能力を持続またはさらに高めるために何か始めたこと、もしくは始めようと思

っていることはありますか？ その理由は何ですか？（例：TOEIC 対策の学習、CNN のニュー

スを見る 理由：就職活動に向けての準備、リスニング力の強化） 

 

・TOEIC対策の学習 

・Duolingo 、YouTubeで海外のものを見る 

・この留学を通して日常で英語を使って会話をすることが英語力の向上に 1番大切だと学んだ為、同時期

にアメリカへ留学していた他大学の友人と英語で会話や電話をするようになった。 

・英語技能検定準１級を１０月受験、常に CNN ニュースや海外のニュースを耳に入れるようにしてリスニ

ング力を高める。話す感覚を忘れないためにも英会話スクールに通う 

・現地で作った友達と積極的にコミュニケーションを取っています。 

・洋楽を聴いたり洋画を観たりはもちろんですがオンライン英会話をする予定です 

・TOEICや英検などの英語系の検定の対策 理由：就活のため 

・カナダの友達と頻繁に電話する、英会話教室に通う。理由:英語力を維持するため 

・TOEIC(または TOEFLや IELTS等)のための学習をしようと思っている。理由は、趣味や将来の仕事で活

用するため。 

・時々、英語のドラマや映画を音声とサブタイトル両方を英語にしてみるようにしています。私は机に座っ

て勉強することが苦手なので、映画を見ながら楽しく勉強できる方法で学習しています。 



7 

 

＜今後の目標について＞ 

1. 留学前と後で、将来の目標や希望する進路は変わりましたか？ 

 

 

 

 

2. 上記 1 で「はい」の方は留学前と留学後の両方の目標や進路を、「いいえ」の方は留学前の目

標や進路を記入してください。（例：「はい」→留学前：客室乗務員 留学後：十分な TOEFL の

スコアを取得し、海外の大学院に進学し言語コミュニケーションを学ぶ） 

 

 上記１の答え 目標や進路 (原文のまま) 

1 はい 

 

具体的には決まっていないが、いつか海外で働きたいと思った。 

 

2 はい 

 

自分の進路に関しては明確ではないが、教職免許を取る他にも、通訳者の道に

興味を持った。 

3 はい 

 

ワーキングホリデーなどに参加してみたいと思った。 

 

4 はい 

 

 

留学前：漠然と海外で仕事がしたいと考えていた。 

留学後：日本のエンタメ文化を海外に発信する仕事がしたい。 

 

5 いいえ 舞台関係 

6 いいえ 

 

 

私は留学前から日本語教員になりたいと思っていたが、今回の留学中にできた

カナダや韓国出身の友人が自国で日本に興味があり日本語を勉強しているとい

う事を知り、その気持ちが一層強くなった。 

7 いいえ 

 

正直まだ何も決まっていませんが英語を使う会社に勤めたいとは思っていま

す。 

8 いいえ 留学前も後も変わらず、英語を使った仕事をしたいと思っています。 
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9 いいえ 客室乗務員 

10 

いいえ 

私は、留学する前から銀行に就職したいと考えていたのですが、留学した後も

変わらず、同じ就職先を希望しています。 

 

 

3. 留学での経験は、目標や希望する進路にどの程度影響を与えていると思いますか？ 

スケール０=「影響していない」、スケール４=「大いに影響している」とし、 

０、１、２、３、４から選択。 

 

 

 


